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「農薬の登録申請に係る試験成績について」の運用について(平成13年10月10日付け13生産第3986号農林水産省生産局生産資材課長通知)一部改正新旧対照表
（下線の部分は改正部分）

改 正 後 現 行

（別紙） （別紙）
「農薬の登録申請に係る試験成績について」の運用について 「農薬の登録申請に係る試験成績について」の運用について

目次 （略） 目次 （略）

附則（平成25年５月31日）
この通知による改正は、平成25年５月31日以降に提出される農薬の薬効、薬害、

毒性及び残留性に関する試験成績について適用する。ただし、現に登録を受けて
いる農薬については、なお従前の例による。また、別紙「「農薬の登録申請に係
る試験成績について」の運用について」５．の（２－７－６）に係る改正規定は、
平成25年12月1日以降に開始される試験について適用する。なお、平成25年12月
１日以前においても、改正後の本通知を適用して試験成績を提出することができ
る。

１～３ （略） １～３ （略）

４．試験成績の提出の除外について ４．試験成績の提出の除外について

（中略） （中略）

(１)薬害に関する試験成績について (１)薬害に関する試験成績について
① 適用農作物に対する薬害に関する試験成績について ① 適用農作物に対する薬害に関する試験成績について

ア （略） ア （略）
イ．タバコの喫味試験成績 イ．タバコの喫味試験成績
（ア）～（ウ） （略） （ア）～（ウ） （略）
（エ）粉衣など種子等に直接付着させて使用される場合 （エ）種子等に粉衣又は浸漬して使用される場合
ウ （略） ウ （略）

② 周辺農作物に対する薬害に関する試験成績 ② 周辺農作物に対する薬害に関する試験成績
ア．漂流飛散による薬害試験成績について ア．漂流飛散による薬害試験成績について

「当該農薬の有効成分の種類、剤型、使用方法等からみて、当該農薬が 「当該農薬の有効成分の種類、剤型、使用方法等からみて、当該農薬が
漂流飛散し、周辺農作物に影響（薬害）を及ぼすおそれがないと認められ 漂流飛散し、周辺農作物に影響（薬害）を及ぼすおそれがないと認められ
る場合」として、次に掲げる場合等がこれに該当する。 る場合」として、次に掲げる場合等がこれに該当する。

（ア）～（ウ） （略） （ア）～（ウ） （略）
（エ）倉庫等、周辺農作物に飛散しない施設内でのみ使用される場合 （エ）倉庫くん蒸剤等施設内でのみ使用される場合
（オ）土壌に施用される場合（除草剤及び土壌くん蒸剤は除く。）、田面水 （オ）土壌に施用される場合（除草剤及び土壌くん蒸剤は除く。）、田面水

に施用される場合（投入れ、滴下、水口処理）、育苗箱に施用される場 に施用される場合（投入れ、滴下、水口処理）、育苗箱に施用される
合、粉衣など種子等に直接付着させて使用される場合、又は適用農作物 場合、種子等に粉衣又は浸漬して使用される場合、又は適用農作物に
に塗布、若しくは適用農作物の樹幹に注入して使用される場合 塗布、若しくは適用農作物の樹幹に注入して使用される場合

（カ） （略） （カ） （略）
イ・ウ （略） イ・ウ （略）

③ （略） ③ （略）

（２）毒性に関する試験成績について （２）毒性に関する試験成績について
①～⑬ （略） ①～⑬ （略）
⑭ １年間反復経口投与毒性試験成績、発がん性試験成績及び繁殖毒性試験成 ⑭ １年間反復経口投与毒性試験成績、発がん性試験成績及び繁殖毒性試験成
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績 績
ア．「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、人が当該農薬の成分物質等を ア．「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、人が当該農薬の成分物質等を

長期にわたり摂取するおそれがないこと、摂取する量がきわめて微量であ 長期にわたり摂取するおそれがないこと、摂取する量がきわめて微量であ
ること等の理由により、安全と認められる場合」として、例えば、次に掲 ること等の理由により、安全と認められる場合」として、例えば、次に掲
げる場合がこれに該当する。 げる場合がこれに該当する。

（ア）・（イ） （略） （ア）・（イ） （略）
（ウ）粉衣など種子等に直接付着させて使用される農薬等適用農作物の生育 （ウ）種子等に粉衣又は浸漬して使用される農薬等適用農作物の生育の初期

の初期段階において使用されること等の理由により、当該農作物を通し 段階において使用されること等の理由により、当該農作物を通して人が
て人が当該農薬の成分物質等を摂取するおそれがきわめて低いと認めら 当該農薬の成分物質等を摂取するおそれがきわめて低いと認められる場
れる場合 合

⑮ 植物代謝に関する試験成績について ⑮ 植物代謝に関する試験成績について
ア．「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、人が当該農薬の成分物質等を ア．「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、人が当該農薬の成分物質等を

長期にわたり摂取するおそれがないこと、摂取する量がきわめて微量であ 長期にわたり摂取するおそれがないこと、摂取する量がきわめて微量であ
ること等の理由により、安全と認められる場合」として、局長通知別表２ ること等の理由により、安全と認められる場合」として、局長通知別表２
の①「食品の用に供される農作物（特用作物及び家畜の飼料の用に供され の①「食品の用に供される農作物（特用作物及び家畜の飼料の用に供され
る農作物を含む。）以外の農作物に使用される場合」に掲げる農薬以外の る農作物を含む。）以外の農作物に使用される場合」に掲げる農薬以外の
農薬について、次に掲げる場合等がこれに該当する。 農薬について、次に掲げる場合等がこれに該当する。

（ア）・（イ） （略） （ア）・（イ） （略）
（ウ）粉衣など種子等に直接付着させて使用される農薬等、適用農作物の生 （ウ）種子等に粉衣又は浸漬して使用される農薬等、適用農作物の生育の初

育の初期段階において使用されること等の理由により、当該農作物をと 期段階において使用されること等の理由により、当該農作物をとおして
おして人が当該農薬の成分物質等を摂取するおそれがきわめて低いと認 人が当該農薬の成分物質等を摂取するおそれがきわめて低いと認められ
められる場合。 る場合。

イ （略） イ （略）
⑯ 土壌中動態に関する試験成績について ⑯ 土壌中動態に関する試験成績について

ア．「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、当該農薬の成分物質等がその ア．「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、当該農薬の成分物質等がその
使用に係る農地に混入するおそれがないと認められる場合」として、次に 使用に係る農地に混入するおそれがないと認められる場合」として、次に
掲げる場合がこれに該当する。 掲げる場合がこれに該当する。

（ア）～（ウ） （略） （ア）～（ウ） （略）
（エ）倉庫等、土壌が露出していない施設内でのみ使用される場合 （エ）倉庫くん蒸剤等施設内でのみ使用される場合
（オ） （略） （オ） （略）

イ～オ （略） イ～オ （略）
⑰ 水中動態に関する試験成績について ⑰ 水中動態に関する試験成績について

ア．「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、当該農薬の成分物質等が河川 ア．「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、当該農薬の成分物質等が河川
等の水系に流出するおそれがないと認められる場合」として、次に掲げる 等の水系に流出するおそれがないと認められる場合」として、次に掲げる
場合等がこれに該当する。 場合等がこれに該当する。
（ア）～（ウ） （略） （ア）～（ウ） （略）
（エ）倉庫、ビニールハウス等の施設内でのみ使用される場合 （エ）倉庫くん蒸剤等施設内でのみ使用される場合
（オ） （略） （オ） （略）

イ （略） イ （略）

(３)水産動植物への影響に関する試験成績について (３)水産動植物への影響に関する試験成績について
① 魚類急性毒性試験成績及びミジンコ類急性遊泳阻害試験成績について ① 魚類急性毒性試験成績及びミジンコ類急性遊泳阻害試験成績について

ア．原体での実施について
(ア) 「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、当該農薬の成分物質等が

河川等の水系に流出するおそれがないと認められる場合」として、次に
掲げる場合等がこれに該当する。
ａ．誘引剤等当該農薬の成分物質が封入された状態で使用される場合
ｂ．適用農作物に塗布し、又は適用農作物の樹幹に注入して使用される

場合
ｃ．倉庫、ビニールハウス等の施設内でのみ使用される場合
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ｄ．エアゾル剤等一度に広範囲かつ多量に使用されることがない場合
ｅ．粉衣など種子等に直接付着させて使用される場合

(イ) 「当該農薬の成分物質等の種類等からみて、その毒性がきわめて弱 ア．「原体での実施に関し、当該農薬の成分物質等の種類等からみて、その
いこと等の理由により、有害でないと認められる場合」として、例えば、 毒性がきわめて弱いこと等の理由により、有害でないと認められる場合」
当該有効成分が既に食品等において一般に広く利用されており水産動物 として、例えば、当該有効成分が既に食品等において一般に広く利用され
に対し安全であることが公知である場合が該当する。 ており水産動物に対し安全であることが公知である場合が該当する。

イ．製剤での実施について イ．「製剤での実施に関し、当該農薬の剤型、使用方法等からみて、当該農
「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、当該農薬の成分物質等が河川 薬の成分物質等が河川等の水系に流出するおそれがないと認められる場
等の水系に流出するおそれがないと認められる場合」として、次に掲げ 合」として、次に掲げる場合等がこれに該当する。
る場合等がこれに該当する。

（ア）～（ウ） （略） （ア）～（ウ） （略）
（エ）倉庫、ビニールハウス等の施設内でのみ使用される場合 （エ）倉庫くん蒸剤等施設内でのみ使用される場合
（オ） （略） （オ） （略）
（カ）粉衣など種子等に直接付着させて使用される場合（浸漬を除く。） （カ）種子等に粉衣又は浸漬して使用される場合
（キ） （略） （キ） （略）

② 魚類急性毒性試験成績（追加魚種）、魚類（ふ化仔魚）急性毒性試験成績、 ② 魚類急性毒性試験成績（追加魚種）、魚類（ふ化仔魚）急性毒性試験成績、
ミジンコ類（成体）急性遊泳阻害試験成績、魚類急性毒性・ミジンコ類急性 ミジンコ類（成体）急性遊泳阻害試験成績、魚類急性毒性・ミジンコ類急性
遊泳阻害共存有機物質影響試験成績、ヌマエビ・ヌカエビ急性毒性試験成績、 遊泳阻害共存有機物質影響試験成績、ヌマエビ・ヌカエビ急性毒性試験成績、
ヨコエビ急性毒性試験成績及びユスリカ幼虫急性遊泳阻害試験成績について ヨコエビ急性毒性試験成績及びユスリカ幼虫急性毒性試験成績について「当
「当該農薬に係る魚類急性毒性試験成績、ミジンコ類急性遊泳阻害試験成績 該農薬に係る魚類急性毒性試験成績、ミジンコ類急性遊泳阻害試験成績及び
及び藻類生長阻害試験成績の結果等から、追加の魚類の魚類急性毒性試験及 藻類生長阻害試験成績の結果等から、追加の魚類の魚類急性毒性試験及びよ
びより実環境を考慮した水産動植物に対する影響試験の必要性がないと認め り実環境を考慮した水産動植物に対する影響試験の必要性がないと認められ
られる場合」としては、急性影響濃度（ＡＥＣ）の算定結果と、水産動植物 る場合」としては、急性影響濃度（ＡＥＣ）の算定結果と、水産動植物被害
被害予測濃度（水産ＰＥＣ）を比較した結果、法第３条第１項第６号（法第 予測濃度（水産ＰＥＣ）を比較した結果、法第３条第１項第６号（法第１５
１５条の２第６項において準用する場合を含む。）に掲げる場合に該当しな 条の２第６項において準用する場合を含む。）に掲げる場合に該当しないこ
いことが明らかな場合がこれに該当する。 とが明らかな場合がこれに該当する。

③ ミジンコ類繁殖試験成績について ③ ミジンコ類繁殖試験成績について
ア．「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、当該農薬の成分物質等が河川

等の水系に流出するおそれがないと認められる場合」として、次に掲げる
場合等がこれに該当する。

（ア）誘引剤等当該農薬の成分物質が封入された状態で使用される場合
（イ）適用農作物に塗布し、又は適用農作物の樹幹に注入して使用され

る場合
（ウ）倉庫、ビニールハウス等の施設内でのみ使用される場合
（エ）エアゾル剤等一度に広範囲かつ多量に使用されることがない場合
（オ）粉衣など種子等に直接付着させて使用される場合

イ．「当該農薬の成分物質等の種類等からみて、その毒性がきわめて弱いこ 「当該農薬の成分物質等の種類等からみて、その毒性がきわめて弱いこと等
と等の理由により、当該農薬が甲殻類の繁殖に影響を及ぼすおそれがない の理由により、当該農薬が甲殻類の繁殖に影響を及ぼすおそれがない場合」
場合」として、次に掲げる農薬を使用する場合が該当する。 として、次に掲げる農薬を使用する場合が該当する。
（ア）キチン合成阻害等昆虫成長制御作用を有する農薬以外の農薬 ア．キチン合成阻害等昆虫成長制御作用を有する農薬以外の農薬
（イ）キチン合成阻害等昆虫成長制御作用を有する農薬であって水中での イ．キチン合成阻害等昆虫成長制御作用を有する農薬であって水中での推

推定半減期が４日未満の農薬 定半減期が４日未満の農薬

④ 藻類生長阻害試験成績について ④ 藻類生長阻害試験成績について
ア．原体での実施について

(ア) 「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、当該農薬の成分物質等が
河川等の水系に流出するおそれがないと認められる場合」として、次に
掲げる場合等がこれに該当する。
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ａ．誘引剤等当該農薬の成分物質が封入された状態で使用される場合
ｂ．適用農作物に塗布し、又は適用農作物の樹幹に注入して使用される

場合
ｃ．倉庫、ビニールハウス等の施設内でのみ使用される場合
ｄ．エアゾル剤等一度に広範囲かつ多量に使用されることがない場合
ｅ．粉衣など種子等に直接付着させて使用される場合

(イ) 「当該農薬の成分物質等の種類等からみて、その毒性がきわめて弱 ア．「原体での実施に関し、当該農薬の成分物質等の種類等からみて、その
いこと等の理由により、有害でないと認められる場合」として、例えば、 毒性がきわめて弱いこと等の理由により、有害でないと認められる場合」
当該有効成分が既に食品等において一般に広く利用されており水産植物 として、例えば、当該有効成分が既に食品等において一般に広く利用され
に対し安全であることが公知である場合が該当する。 ており水産植物に対し安全であることが公知である場合が該当する。

イ．製剤での実施について イ．「製剤での実施に関し、当該農薬の剤型、使用方法等からみて、当該農
「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、当該農薬の成分物質等が河川 薬の成分物質等が河川等の水系に流出するおそれがないと認められる場
等の水系に流出するおそれがないと認められる場合」として、次に掲げ 合」として、次に掲げる場合等がこれに該当する。
る場合等がこれに該当する。

（ア）～（ウ） （略） （ア）～（ウ） （略）
（エ）倉庫、ビニールハウス等の施設内でのみ使用される場合 （エ）倉庫くん蒸剤等施設内でのみ使用される場合
（オ） （略） （オ） （略）
（カ）粉衣など種子等に直接付着させて使用される場合（浸漬を除く。） （カ）種子等に粉衣又は浸漬して使用される場合
（キ） （略） （キ） （略）

（４）水産動植物以外の有用生物への影響に関する試験成績について （４）水産動植物以外の有用生物への影響に関する試験成績について

（中略） （中略）

① ミツバチ影響試験成績について ① ミツバチ影響試験成績について
「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、ミツバチが当該農薬に暴露するお 「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、ミツバチが当該農薬に暴露するお

それがないと認められる場合」として、次に掲げる場合等がこれに該当する。 それがないと認められる場合」として、次に掲げる場合等がこれに該当する。
ア・イ （略） ア・イ （略）
ウ．倉庫等、ミツバチを放飼することがない施設内でのみ使用される場合 ウ．倉庫くん蒸剤等施設内でのみ使用される場合
エ．土壌に施用される農薬（殺虫剤及び土壌くん蒸剤は除く。）、田面水に エ．土壌に施用される農薬（殺虫剤及び土壌くん蒸剤は除く。）、田面水に
施用される場合（投入れ、滴下、水口処理）、育苗箱に施用される場合、 施用される場合（投入れ、滴下、水口処理）、育苗箱に施用される場合、
粉衣など種子等に直接付着させて使用される農薬又は、適用農作物に塗布 種子等に粉衣又は浸漬して使用される農薬又は、適用農作物に塗布若しく
若しくは、適用農作物の樹幹に注入して使用される農薬 は、適用農作物の樹幹に注入して使用される農薬

オ （略） オ （略）

② 蚕影響試験成績について ② 蚕影響試験成績
「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、蚕が桑葉を摂取すること等により、 「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、蚕が桑葉を摂取すること等により、
当該農薬に暴露するおそれがないと認められる場合」として、次に掲げる場合 当該農薬に暴露するおそれがないと認められる場合」として、次に掲げる場合
等がこれに該当する。 等がこれに該当する。

ア・イ （略） ア・イ （略）
ウ．倉庫、ビニールハウス等の施設内でのみ使用される場合 ウ．倉庫くん蒸剤等施設内でのみ使用される場合
エ．土壌に施用される場合（適用農作物に桑が含まれる場合、殺虫剤及び土 エ．土壌に施用される場合（適用農作物に桑が含まれる場合、殺虫剤及び土

壌くん蒸剤は除く。）、田面水に施用される場合（投入れ、滴下、水口処 壌くん蒸剤は除く。）、田面水に施用される場合（投入れ、滴下、水口処
理）、育苗箱に施用される場合、粉衣など種子等に直接付着させて使用さ 理）、育苗箱に施用される場合、種子等に粉衣又は浸漬して使用される場
れる場合又は、適用農作物に塗布若しくは、適用農作物の樹幹に注入して 合又は、適用農作物に塗布若しくは、適用農作物の樹幹に注入して使用さ
使用される場合 れる場合

オ （略） オ （略）

③ 天敵昆虫等影響試験成績について ③ 天敵昆虫等影響試験成績について
「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、天敵昆虫等が当該農薬に暴露する 「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、天敵昆虫等が当該農薬に暴露する
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おそれがないと認められる場合」としては、次に掲げる場合等がこれに該当す おそれがないと認められる場合」としては、次に掲げる場合等がこれに該当す
る。 る。

ア・イ （略） ア・イ （略）
ウ．倉庫等、天敵昆虫等の生息が認められない施設内でのみ使用される場合 ウ．倉庫くん蒸剤等施設内でのみ使用される場合
エ．田面水に施用される場合（投げ入れ、滴下、水口処理）、育苗箱に施用 エ．田面水に施用される場合（投げ入れ、滴下、水口処理）、育苗箱に施用

される場合、粉衣など種子等に直接付着させて使用される場合又は、適用 される場合、種子等に粉衣又は浸漬して使用される場合又は、適用農作物
農作物に塗布若しくは、適用農作物の樹幹に注入して使用される場合 に塗布若しくは、適用農作物の樹幹に注入して使用される場合

オ （略） オ （略）

④ 鳥類影響試験成績（鳥類経口投与試験成績、鳥類混餌投与試験成績）につ ④ 鳥類影響試験成績（鳥類経口投与試験成績、鳥類混餌投与試験成績）につ
いて いて
ア．「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、鳥類が当該農薬に暴露するお ア．「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、鳥類が当該農薬に暴露するお

それがないと認められる場合」として、次に掲げる場合等がこれに該当す それがないと認められる場合」として、次に掲げる場合等がこれに該当す
る。 る。

（ア）誘引剤等当該農薬の成分物質が封入された状態で使用される場合 （ア）誘引剤等当該農薬の成分物質が封入された状態で使用される場合
（イ）適用農作物に塗布し、又は適用農作物の樹幹に注入して使用される場 （イ）適用農作物に塗布し、又は適用農作物の樹幹に注入して使用される場

合 合
（ウ）倉庫、ビニールハウス等の施設内でのみ使用される場合 （ウ）倉庫くん蒸等施設内でのみ使用される場合
イ （略） イ （略）

（５）有効成分の性状、安定性、分解性等に関する試験成績について （５）有効成分の性状、安定性、分解性等に関する試験成績について
① （略） ① （略）
② 「当該農薬の使用方法等からみて、当該農薬の成分物質等がその使用に係 ② 「当該農薬の使用方法等からみて、当該農薬の成分物質等がその使用に係

る農地に混入し、又は河川等の水系に流出するおそれがないと認められる場 る農地に混入し、又は河川等の水系に流出するおそれがないと認められる場
合」としては、次に掲げる場合等がこれに該当する。 合」としては、次に掲げる場合等がこれに該当する。

ア～ウ （略） ア～ウ （略）
エ．倉庫、ビニールハウス等の施設内でのみ使用される場合 エ．倉庫くん蒸剤等施設内でのみ使用される場合
オ （略） オ （略）

（６）環境中予測濃度算定に関する試験成績について （６）環境中予測濃度算定に関する試験成績について
① 「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、当該農薬の成分物質等がその使 ① 「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、当該農薬の成分物質等がその使

用に係る農地に混入し、又は河川等の水系に流出するおそれがないと認めら 用に係る農地に混入し、又は河川等の水系に流出するおそれがないと認めら
れる場合」として、次に掲げる場合がこれに該当する。 れる場合」として、次に掲げる場合がこれに該当する。

ア～ウ （略） ア～ウ （略）
エ．倉庫、ビニールハウス等の施設内でのみ使用される場合 エ．倉庫くん蒸剤等施設内でのみ使用される場合
オ （略） オ （略）
カ．粉衣など種子等に直接付着させて使用される場合 カ．種子等に粉衣又は浸漬して使用される場合

②～⑥ （略） ②～⑥ （略）

（７）農作物への残留性に関する試験成績について （７）農作物への残留性に関する試験成績について
① 作物残留試験成績について ① 作物残留試験成績について
ア．「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、人が当該農薬の成分物質等を ア．「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、人が当該農薬の成分物質等を

長期にわたり摂取するおそれがないこと、摂取するもののその摂取量がき 長期にわたり摂取するおそれがないこと、摂取するもののその摂取量がき
わめて微量であること等の理由により、安全と認められる場合」として、 わめて微量であること等の理由により、安全と認められる場合」として、
局長通知別表２の１の①及び２の①「食品の用に供される農作物（特用作 局長通知別表２の１の①及び２の①「食品の用に供される農作物（特用作
物及び家畜の飼料の用に供される農作物を含む。）以外の農作物に使用さ 物及び家畜の飼料の用に供される農作物を含む。）以外の農作物に使用さ
れる場合」に掲げる農薬以外の農薬について、次に掲げる場合等がこれに れる場合」に掲げる農薬以外の農薬について、次に掲げる場合等がこれに
該当する。 該当する。

（ア） （略） （ア） （略）
（イ）粉衣など種子等に直接付着させて使用される農薬等、適用農作物の生育 （イ）種子等に粉衣又は浸漬して使用される農薬等、適用農作物の生育の初
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の初期段階において使用されること等の理由により、当該農作物を通して 期段階において使用されること等の理由により、当該農作物を通して人
人が当該農薬の成分物質等を摂取するおそれがきわめて低いと認められる が当該農薬の成分物質等を摂取するおそれがきわめて低いと認められる
場合 場合

（ウ） （略） （ウ） （略）
イ・ウ （略） イ・ウ （略）
② （略） ② （略）

（８）土壌への残留性に関する試験成績について （８）土壌への残留性に関する試験成績について
① 土壌残留試験成績について ① 土壌残留試験成績について
ア．「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、当該農薬の成分物質等がその ア．「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、当該農薬の成分物質等がその

使用に係る農地に混入するおそれがないと認められる場合」として、次に 使用に係る農地に混入するおそれがないと認められる場合」として、次に
掲げる場合等がこれに該当する。 掲げる場合等がこれに該当する。

（ア）～（ウ） （略） （ア）～（ウ） （略）
（エ）倉庫等、土壌が露出していない施設内でのみ使用される場合 （エ）倉庫くん蒸剤等施設内でのみ使用される場合
（オ） （略） （オ） （略）
イ （略） イ （略）

② （略） ② （略）

５．局長通知別添「農薬の登録申請時に提出される試験成績の作成に係る指針」 ５．局長通知別添「農薬の登録申請時に提出される試験成績の作成に係る指針」
について について

（中略） （中略）

＜毒性に関する試験＞ ＜毒性に関する試験＞

（中略） （中略）

水産動植物への影響に関する試験（２－７－１～７） 水産動植物への影響に関する試験（２－７－１～７）

（中略） （中略）

ユスリカ幼虫急性遊泳阻害試験（２－７－６） ユスリカ幼虫急性毒性試験（２－７－６）

１．供試生物について １．供試生物について
（１） （略） （１） （略）
（２）ユスリカの飼育 （２）ユスリカの飼育

試験には１齢幼虫を用いるため、以下のように行うことができる。 各生育段階におけるユスリカの飼育は専門書を参考にして行う。試験に用いる
幼虫の飼育は、例えば以下のように行うことができる。

① 卵塊を試験用水を満たしたガラス容器（シャーレ）に入れて試験と同じ環境 ① 幼虫は飼育水を適宜交換し、十分に通気することにより止水で容易に飼育で
においてふ化を待つ。 きる。飼育容器の底にはガラスビーズ（直径0.2mm）などを20mmの厚さで敷く。

② ふ化後、試験に使用するまでの間、乾燥酵母や魚類用粉末飼料などを与える。 ② 水温20～26℃、餌は乾燥酵母や魚類用粉末飼料などを用いる。
（３）基準物質でのEC50の確認については、ミジンコ類急性遊泳阻害試験に準ずる。 （３）基準物質でのLC50の確認については、ミジンコ類急性遊泳阻害試験に準ずる。

２．試験濃度区の設定について ２．試験濃度区の設定について
（１） （略） （１） （略）
（２）試験上限濃度は、100 mg/Lとする。 （２）試験上限濃度は、当該試験を実施する場面からみて特に示さない。

３ （略） ３ （略）
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４．環境条件について ４．環境条件について
（１）照明 （１）溶存酸素濃度

光の強さは、500～1000 luxとすることが望ましい。光の質は特に指定しない。 原則として曝気は行わない。やむを得ない場合は、換水又はゆるやかな曝気を
行う。ただし、試験期間中の曝気はユスリカ幼虫に影響を与える可能性があるた
め、行う場合には必要 小限で行う。

（２）希釈水
原則として、魚類急性毒性試験に準ずるが、人工調製水としては、OECDテスト

ガイドライン235Chironomus sp., Acute Immobilisation Test(2011)では、Elen
dt M4又はM7を提案している。

（３）pH （２）pH
被験物質の添加によりpHが変動した場合でも、試験液のpHの調整は行わない。 被験物質の添加によりpHが変動した場合でも、試験液のpHの調整は行わない。

（４）その他は魚類急性毒性試験に準ずる。 （３）その他は魚類急性毒性試験に準ずる。

５．観察及び測定について ５．観察及び測定について
（１）供試生物の一般状態の観察 （１）供試生物の一般状態の観察

ユスリカ幼虫の活動低下、体の萎縮等対照と比べて異なる状態が観察された ユスリカ幼虫の脱色、活動低下、体の萎縮等対照と比べて異なる状態が観察
場合は必ず記録する。 された場合は必ず記録する。

（２） （略） （２） （略）

６・７ （略） ６・７ （略）

（削る） ８．文献
（１）近藤繁生、平林公男、岩熊敏夫、上野隆平：ユスリカの世界：培風館，2001
（２）日本環境毒性学会編：生態影響試験ハンドブック：朝倉書店，2003，pp.112

～129

藻類生長阻害試験（２－７－７） 藻類生長阻害試験（２－７－７）

１～４ （略） １～４ （略）

５．観察及び測定について ５．観察及び測定について
（１）生物量の測定 （１）生物量の測定

① 生物量として試験液中の藻類の乾燥重量を直接測定することは困難である ① 生物量として試験液中の藻類の乾燥重量を直接測定することは困難である
ため、粒子計数装置や血球計数盤を用いた細胞濃度の測定結果や、蛍光光度 ため、粒子計数装置や血球計数盤を用いた細胞濃度の測定結果や、蛍光光度
計、分光光度計、濁度計等の測定値を生物量の代替パラメータとしてもよい。 計、分光光度計、濁度計等の測定値を生物量の代替パラメータとしてもよい。
ただし、生物量と代替パラメータの関連性を確認すること。

② （略） ② （略）
（２）・（３） （略） （２）・（３） （略）

６．結果の処理法について ６．結果の処理法について
（１） （略） （１） （略）
（２）生長速度及び生長阻害率の算出法 （２）生長速度及び生長阻害率の算出法

① 生長速度の算出法 ① 生長速度の算出法
指数増殖している培養での生長速度（μi-n）は次の式に従って計算される。 指数増殖している培養での生長速度（μi-n）は次の式に従って計算される。

lnXｎ－lnXi lnXn－lnXi

μ i-n＝ μ i-n＝
ｔ n－ｔi ｔ n－ｔi

μ i-n :iからnの間の平均生長速度（／日） μi-n＝生長速度
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Xi ：ｔ i 時の生物量。試験開始時(ｔ0 )の生物量については設定値 Xi＝ｔi 時の生物量
を用いる。 Xｎ＝ｔn 時の生物量。試験開始時(ｔ 0 )の生物量については設定値を

Xｎ：ｔn 時の生物量。 用いる。
ｔi ：試験開始後i回目に生物量を測定した時間（日） ｔi＝試験開始後i回目に生物量を測定した時間
ｔｎ：試験開始後ｎ回目に生物量を測定した時間（日） ｔｎ＝試験開始後ｎ回目に生物量を測定した時間
ln：自然対数 ln＝自然対数

また、別の方法として暴露期間中の平均生長速度を、時間に対してlnXを また、別の方法として暴露期間中の平均生長速度を、時間に対してｌnXを
プロットした回帰直線の傾きから導くこともできる。 プロットした回帰直線の傾きから導くこともできる。対照区の値と比較した

場合の試験濃度区での平均生長速度の低下率を濃度の対数に対しプロットす
る。

② 生長阻害率の算出法 ② 生長阻害率の算出法
各被験物質濃度の各連の生長阻害率は、対照区の各連の暴露期間中の平均 各々の被験物質濃度における生長阻害率は、対照区の暴露期間中の各連の

生長速度の平均値（μ c）と、各被験物質濃度の各連の暴露期間中の平均生 平均生長速度の平均値（μ c）と、各被験物質濃度での暴露期間中の各連の
長速度（μｔ）との間の差を用いて算出した値（Ｉμ）とする。 平均生長速度（μｔ）との間の差を用いて算出した値（Ｉμ）の平均値とする。

μc－μt μ c－μt

Iμ＝ ×100（%） Iμ＝ ×100
μ c μ c

生長阻害率の値は、対応する濃度に対して片対数紙または片対数正規確率
紙にプロットする。

なお、助剤対照区を設けた場合は、無処理対照区ではなく、助剤対照区の なお、助剤対照区を設けた場合は、無処理対照区ではなく、助剤対照区の
暴露期間中の平均生長速度を用いて生長阻害率を計算する。 暴露期間中の平均生長速度を用いて生長阻害率を計算する。

③ 濃度-生長阻害率曲線のグラフの作成
片対数紙又は片対数正規確率紙に濃度-生長阻害率曲線のグラフを描く。

グラフ上には、各被験物質濃度の各連のIμ値をプロットする。
（３）50％生長阻害濃度の算定 （３）EC50の算定

① （２）③で作成したグラフで暴露濃度と生長阻害率の関係を把握した上で、 ① EC50を算定する場合に用いられる一般的手法としては Probit法、Moving a
回帰分析法により毒性値を算出する。その場合、適切なデータの変換、例え verage法、Binomial法、Doudoroff et al. 法等がある。
ばProbit法、Logit法、Weibull変換等を用いてもよい。

② 50%生長阻害濃度は平均生長速度から求めたことを示すためにErC50という ② 速度法により求めたものはErC50という記号を用いる。
記号を用いて表記する。

（削る） ③ 速度法によるErC50は、暴露開始時から暴露終了時の間で求める。

（削る） ７．回復試験について
（１）藻類に対し有害性が高い場合には回復試験を行うことが望ましい。この試験

結果から、被験物質が希釈され、濃度が低下した時に、藻類がどの程度の回復
能力を有しているかを明らかにすることができる。

（２）回復試験を実施する場合には、例えば、生長阻害試験において も生長阻害
が認められた濃度区の試験培養液を、阻害が認められなかった濃度区と被験物
質濃度が同程度となるまで希釈して、試験と同様の培養条件により７～10日間
程度培養する。生物量はこの間１～５日ごとに測定する。なお、並行して対照
区を設置する。生長阻害試験で用いた対照区を、濃度区の初期生物量と同程度
になるように希釈し対照区とする。

７．報告事項について ８．報告事項について
（１）供試生物については、前培養時の培養方法等も記載すること。 （１）供試生物については、培養方法等も記載すること。
（２）～（４） （略） （２）～（４） （略）
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（中略） （中略）

別記様式１～４ （略） 別記様式１～４ （略）

別表１～６ （略） 別表１～６ （略）

別添 別添

試験成績概要書等の作成について 試験成績概要書等の作成について

（中略） （中略）

別紙１ （略） 別紙１ （略）

別紙２ 別紙２

１．毒性に関する試験成績概要書の記載例 １．毒性に関する試験成績概要書の記載例

①～23 （略） ①～23 （略）

24 有用動植物等に及ぼす影響に関する試験の記載例 24 有用動植物等に及ぼす影響に関する試験の記載例

（中略） （中略）

水産動植物への影響に関する試験 水産動植物への影響に関する試験
○）ミジンコ類繁殖試験 ○）ミジンコ類繁殖試験

（中略） （中略）

以下の試験は試験内容に応じ、記載例に準じて適宜記載する。 以下の試験は試験内容に応じ、記載例に準じて適宜記載する。

（中略） （中略）

○）ユスリカ幼虫急性遊泳阻害試験 ○）ユスリカ幼虫急性毒性試験
魚類急性毒性試験に準ずる。 魚類急性毒性試験に準ずる。

（以下略） （以下略）


